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野村ワールドスター オープン 

運用報告書(全体版) 
 

第52期（決算日2023年１月24日） 
 

作成対象期間（2022年７月26日～2023年１月24日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
なお、当ファンドは、2022年10月20日に信託期間を延長する約款変更を行ない、信託期間終了
日は2028年１月24日となりましたので、ご留意下さい。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（ロング・ショート型） 

信 託 期 間 1995年１月25日から2028年１月24日までです。 

運 用 方 針 

世界各国の株式および債券ならびに野村ワールドスター オープンと実質的に同一の運用の基本方針を有する親投資信託である野村
ワールドスター オープン マザーファンド受益証券に投資し信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。運用
にあたっては、次の投資視点に留意し積極的に運用を行なうことを基本とします。 

○ａ グローバルにみた成長性 

○ｂ 先進国市場では投資タイミングに機敏に対応 

○ｃ 各国の景気サイクルの相異に着目した資産別アロケーション 

○ｄ 時宜を得たテーマや投資対象 

主な投資対象 

野村ワールドスター  
オープン 

主として世界各国の株式および債券ならびに野村ワールドスター オープン マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

野村ワールドスター  
オープン マザーファンド 

世界各国の株式および債券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村ワールドスター  
オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

野村ワールドスター  
オープン マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
年２回の毎決算時に、原則として繰越分を含めた利子、配当収入と売買益（評価益を含みます。）等から基準価額水準、市況動向、残
存信託期間等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村ワールドスター オープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベンチマーク 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

48期(2021年１月25日) 14,264 210 23.5 18.3 54.8 72.6 19.4 △50.9 2.7 4,389 

49期(2021年７月26日) 15,944 310 14.0 12.6 53.1 35.4 6.8 6.7 2.4 4,973 

50期(2022年１月24日) 15,688 340 0.5 △ 1.1 55.4 27.8 8.3 △78.2 1.5 4,984 

51期(2022年７月25日) 14,119 180 △ 8.9 △10.0 60.0 30.0 9.4 81.4 1.6 4,600 

52期(2023年１月24日) 13,138 160 △ 5.8 1.4 60.2 20.8 7.4 △ 0.5 1.5 4,209 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ 当ファンドのベンチマーク（＝MSCI ワールド インデックス フリー（円ヘッジベース））は、営業日前日のMSCI World Index Free（現

地通貨ベース）をもとに、当社が独自にヘッジコストを考慮して円換算したものです。 

 MSCI World Index Free（現地通貨ベース）は、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI

に帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所：MSCI、ブルームバーグ） 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベンチマーク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年７月25日 14,119 － － 60.0 30.0 9.4 81.4 1.6 

７月末 14,539 3.0 2.2 58.1 32.9 9.1 87.1 1.5 

８月末 13,838 △ 2.0 0.3 62.3 25.6 9.6 88.8 1.4 

９月末 12,150 △13.9 △8.3 59.0 20.3 8.2 30.2 1.6 

10月末 12,650 △10.4 △2.4 60.9 16.3 8.2 11.5 1.1 

11月末 12,975 △ 8.1 △0.2 60.6 15.4 7.7 32.7 1.0 

12月末 12,450 △11.8 △3.0 60.1 20.4 7.7 14.4 1.6 

(期  末)         

2023年１月24日 13,298 △ 5.8 1.4 60.2 20.8 7.4 △ 0.5 1.5 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村ワールドスター オープン

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年７月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） ベンチマークは、MSCI ワールド インデックス フリー（円ヘッジベース）です。ベンチマークは、作成期首（2022年７月25日）の値

が基準価額と同一となるように計算しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
世界株指数を運用ベンチマークとする当ファンドの基準価額（分配金再投資）は、5.8％下落

しました。 
基準価額変動の主な要因を以下に記します。 
 

（株式運用／－） 個別銘柄選択効果を除いた株式運用全体の効果はマイナスとなりました。主
要投資対象資産である世界株式が上昇した環境下で株式を売り持ちとしたこ
とや株式市場内の地域選択等がマイナスに影響しました。 

 
（債券運用／－） 債券運用全体の効果はマイナスとなりました。金利が上昇（債券価格は下落）

した環境下で債券デュレーション※効果がマイナスとなった他、北米や欧州
に傾斜した地域選択効果もマイナスとなりました。 

 
※ デュレーションとは金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示す指標です。

この値が大きいほど金利変動に対する債券価格の変動率が大きくなります。   
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野村ワールドスター オープン

（通貨運用／－） 通貨運用全体の効果はマイナスとなりました。主に為替ヘッジ（為替の売り

予約）コストがマイナスに影響しました。 

 

（銘柄選択／＋） 個別銘柄選択全体の効果はプラスとなりました。株式では、北米・欧州・ア

ジア（除く日本）・日本において、当該地域の株価指数を上回るリターンとなっ

たことがプラスに寄与しました。 

 

その他、信託報酬・売買コスト等は基準価額の押し下げ要因となりました。 

 

○投資環境 

当期間、日米の代表的な株価指数は上昇と下落を繰り返した後、当期首比でほぼ横ばいとな

りました。一方、欧州の株価指数は底堅く推移し、当期首比で上昇しました。債券市場では、

主要先進国の長期金利が上昇しました。米国においては、長期年限よりも短期年限の金利上昇

が顕著であったため、逆イールド（短期金利が長期金利を上回る状態）が拡大しました。為替

市場では、円が多くの通貨に対して上昇（円高）しました。 

 

期間中の詳細は下記のとおりです。 

当期首は６月の米ISM製造業景況指数が市場予想以上に低下したこと等、経済指標の悪化を

背景に景気減速懸念が意識されて、長期金利は低下（債券価格は上昇）しました。株価はそれ

を好感して上昇する等、2022年年初来から市場全体で高まっていた金融引き締め懸念が和らぐ

動きが見られました。しかし、８月に入ると、月末に控えたジャクソンホール会議においてパ

ウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長が今後の金融引き締め強化を示唆するのではないか

との警戒感が高まったことや、９月下旬に英トラス新政権に対する政策不信が市場で意識され

たことを受け、欧米を中心に金利が大きく上昇、株価は下落しました。10月中旬以降は、欧米

中央銀行の当局者から利上げペースの鈍化を示唆する発言が相次いだことや、欧米のインフレ

のピークアウトが市場で意識されたことから、多くの国で長期金利の低下と株価の反発が生じ

ました。12月後半には、日銀が金融政策決定会合において10年国債利回りの許容変動幅拡大な

ど金融緩和策の一部修正を決定したこと等を受けて債券価格は一時、世界的に下落しました。

その際には為替市場では円が大幅に上昇しました。 
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野村ワールドスター オープン

○当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドは［野村ワールドスター オープン マザーファンド］受益証券を主要投資対象と

しています。なお、運用経過中の組入比率、外貨比率につきましては、野村ワールドスター 

オープンが保有する実質比率を記載しています。 

 

＜資産配分＞ 
・実質株式組入比率 
 

 
（注）DR（預託証書）は国籍の国に含めています（以下同じ）。 

（注）株式には投資信託証券を含みます。 

 

 

  
 

・実質債券組入比率 
 

 

 
 

 
 

・債券デュレーション  ・通貨配分 
 

  
（注） デュレーションとは金利がある一定の割合

で変動した場合、債券の価格がどの程度変化

するかを示す指標です。この値が大きいほど

金利変動に対する債券価格の変動率が大き

くなります。 
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野村ワールドスター オープン

【株式】 

当期首時点では90％程度だった組入比率を、当期末時点には80％程度と100％未満を維持し

ました。 

実体経済の減速が鮮明化していく可能性に加えて、主要中央銀行の積極的な金融引き締め姿

勢が投資家のリスク取得意欲を減退させる可能性が高いとの判断のもと、株式投資に慎重な姿

勢を維持しました。 

 

【債券】 

当期首時点では＋4.8年程度としていたデュレーションを、当期末時点には＋4.7年程度とし

ました。今後、各国中央銀行の金融政策引き締めが継続すると想定したものの、引き締め観測

自体は足もとの債券価格に十分に反映されていると判断しました。このような判断の下で、期

を通じてデュレーションを高位に維持しました。 

 

＜株式・債券の地域別配分等＞ 

【株式】 

当期首時点では、北米、欧州、日本をベンチマークより少なめの配分比率としました。また、

ベンチマークには含まれない新興国地域を売り持ちとしました。当期末時点では、北米、欧州

をベンチマークより少なめ、日本、アジア（除く日本）・オセアニアをベンチマークより多め

の配分比率としました。また、ベンチマークには含まれない新興国地域を売り持ちとしました。 

 

【債券】 

当期首時点では、日本のデュレーションをマイナスとした一方で、北米、欧州、アジア（除

く日本）・オセアニアのデュレーションをプラスとしました。当期末時点では、日本のデュレー

ションをマイナスとした一方で、北米、欧州、アジア（除く日本）・オセアニアのデュレーショ

ンのプラスを継続しました。 
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野村ワールドスター オープン

＜実質外貨比率、通貨配分＞ 

為替ヘッジ後実質外貨比率を当期首時点で＋７％程度としました。当期末時点では、為替

ヘッジ後実質外貨比率を＋３％程度としました。外国通貨の中では、当期首時点で、ユーロ等

の欧州通貨を売り持ちとして北米通貨を買い持ちとした通貨配分を、当期末には主に北米通貨

およびユーロ等の欧州通貨を買い持ちとした通貨配分としました。 

 

［野村ワールドスター オープン］における［野村ワールドスター オープン マザーファンド］

受益証券の組入比率は期を通じて高位を維持しました。 
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野村ワールドスター オープン

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では7.26％ポイントのマイナス 

当期の基準価額（分配金再投資）騰落率は－5.81％と、ベンチマークであるMSCI ワールド 

インデックス フリー（円ヘッジベース）の＋1.45％を7.26％ポイント下回りました。 
 

 
 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

・主に北米、欧州、アジア（除く日本）・オセアニア、日本における個別株式の銘柄選択にお

いて、当該地域の株価指数を上回るリターンとなったこと。 

 

（マイナス要因） 

・通貨投資における為替ヘッジコスト。 

・株式組入比率をベンチマークの100％に対して低位とし、株式市場に対して慎重な投資姿勢

としたこと。 

・債券投資において、金利が上昇する環境下で債券を買い持ちとしたこと。 

 

【アクティブリスクの取得について】 

主要投資対象である株式を、基準配分である100％に対して、80％から90％程度の範囲でコ

ントロールしました。一方、当ファンドのベンチマークには含まれない債券投資を、先物を活

用しながら（期中平均デュレーション＋4.8年程度）行ないました。また、外国通貨については
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野村ワールドスター オープン

外貨比率を期中平均＋５％程度に抑制しつつ、買い持ちと売り持ちを行なう通貨を組み合わせ

るなど通貨の選択において積極的にリスクを取得しました。 

 

 

◎分配金 

分配金につきましては基準価額水準等を勘案して、次表の通りとさせていただきました。 

なお留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第52期 

2022年７月26日～ 
2023年１月24日 

当期分配金 160  

(対基準価額比率) 1.203％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 160  

翌期繰越分配対象額 6,915   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村ワールドスター オープン マザーファンド］ 

●投資環境見通し 

2022年は、コロナ禍以降の各国による大規模な金融・財政政策を受けて景気回復が進む中、

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻などの地政学的リスクの発生も加わりインフレが過熱

したことから、世界各国がその対応に追われることとなりました。先進諸国の中央銀行は歴史

的にも急かつ大規模なペースで金融引き締めを断行したことから金利は大きく上昇した一方、

株価は下落しました。 

 

2022年後半以降、多くの先進国において企業や消費者の景況マインドの悪化や生産活動の減

速・縮小が確認されるなど、世界経済は減速局面に転じたとみられます。今後についても次の

二点を背景に、こうした傾向がより鮮明になっていくと判断しています。 

一点目は、ここまで急激に引き締めた各国中央銀行の金融政策の効果です。 
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2023年の金融政策は利上げ幅が緩やかあるいは維持と、2022年に比べれば緩和的であること

が想定されるものの、金融政策の効果は時差を持って現れると考えます。 

米国では2022年年初には0.25％であった政策金利が同年末には4.5％まで引き上げられまし

た。不動産市場では比較的早く金融引き締めの効果が表れて、不動産販売の減少や、不動産価

格の下落が確認されています。一方、雇用や個人消費などは不動産市場に比べると比較的堅調

さを維持しています。雇用や個人消費が今後も堅調に成長を続けるためには、新規投資や新規

需要が不可欠だと考えます。しかしながら2022年に比べて上昇した金利がこれらを抑制するた

め、これらは下振れすることを想定しています。 

 

二点目は、経済の伸びしろがなくなってきていることです。 

2020年に米国政府がコロナ禍の大規模な経済対策として国民に給付した現金は、2022年年末

においても家計の手元に残り、米国の個人消費を支えてきたと見られます。 

しかしながらその現金も減って、預金を取り崩しながら個人消費が拡大していくことには限

界が近づいてきていると判断しています。増加傾向を示してきた米国商業銀行の預金残高が

2022年の年央から減少し始めたことはその証左になりうると考えます。 

また、これまで堅調であった米国の雇用市場に関しても、変調が現れ始めています。2022年

年末の失業率が3.5％と過去最低の水準まで低下していますが、世界株式市場の中でも時価総額

がトップクラスであるGAFAMと呼ばれる米国テック企業を中心に人員削減を開始しています。 

他にも新規求人件数の減少なども確認され始めており、これまでのように雇用者数が堅調に

増えていく局面は終わり、調整局面に移行しつつあると考えています。 

 

このように成長率の低下が想定される経済環境下では、株式が軟調に推移すると想定します。

ただし、実体経済が減速するさなかであっても金融政策に対する市場の過度な警戒感の緩和が

生じれば、国債利回りの低下を伴いながら、株式市場が反発する局面も発生すると考えます。 

なお、米金融当局が1970、80年代の例を用いて、高インフレを完全に退治しないうちに利下

げ転換をすると更なる高インフレが生じかねないとの懸念を示していることから、利下げ期待

を背景に株式市場が高値を目指す局面が訪れるのは時期尚早だと考えています。 

 

他方、今後の債券市場に関しては強気な見方をしています。一点目の理由は、前述した世界

経済の減速です。 

二点目の理由は、2022年の大幅な金利上昇の結果、金利に低下余地が生まれたことです。上

記の通り2022年は各国の金融引き締めから債券利回りが大きく上昇しました。現在は景気を刺

激も抑制もしないと定義される中立金利を超えて、金利が高位にあると判断しています（中立

金利は観測できない抽象的なもの）。 

上記は、中央銀行が特に重視している物価が高止まりしているため利上げを続けた結果です

が、今後、これまでに実施した利上げの効果から経済が減速することで物価にも低下圧力がか
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かると想定しています。経済減速と物価安定によって、米国では中立金利とされる2.5％程度

までの利下げが織り込まれることを想定しています。 

仮に経済減速が大幅なものになる場合には、景気刺激が必要な状態である中立金利以下まで

政策金利が引き下げられることを想定しています。 

グローバル債券市場の中では、日本の債券市場に対して他地域よりも弱気な見方をしていま

す。コロナ禍以降、これまで先進国で唯一、金融政策の変更を実施してこなかった日本につい

ても、日銀が2022年12月にYCC（イールドカーブコントロール）政策の修正を発表するなど、

ようやく緩和政策の出口に向けた動きが見られ始めました。これまで変動の乏しかった日本の

債券については積極投資を控えます。 

 

●株式 

今後、世界経済の減速を想定しているため、株式市場が下落する可能性が低くはないと判断

しています。これに備え、株式投資比率を現在程度の抑制的な水準とする戦略を維持する方針

です。株式内の市場選択においては、金利低下で上昇しやすいナスダック100指数などの投資

を維持することを考えています。 

上記戦略からの転機として二点想定しています。一点目は、在庫調整などの景気減速が急

ピッチで進み、新たな景気サイクルが始まるとの判断をした際です。早ければ2023年夏頃にも

起きる可能性があると想定しており、その場合には株価が大きく下落することを想定していま

す。二点目は、各国の金融政策が緩和へと方向転換する場合です。2022年からの大幅な金融引

き締めが軟化に転じ、利下げなどの金融緩和が現実化するとの確信を強めた際には株式の投資

比率を引き上げます。その場合は、2022年前半に大きく下落した米国を中心とするグロース株

を中心に投資比率を引き上げることを想定しています。 

 

●債券 

世界経済の減速を想定しているため、国債への積極投資を維持する方針です。また、各国中

央銀行の金融政策が緩和へ転じるとの確信を強めた際には、さらに債券を買い増す方針です。

その際には、現在抑制している金融政策の影響を受けやすい短中期年限の債券を増やすことを

想定しています。 

地域配分においてはユーロ圏と日本への投資を抑制する方針です。まずユーロ圏国債に関し

ては、ECB（欧州中央銀行）の金融政策の正常化について、短期的な利上げは市場に織り込ま

れていると考える一方で、他の地域に比べて沈静化の兆しが見られないインフレへの対応を余

儀なくされることにより、ECBは市場の想定以上に金融引き締め政策を進める可能性があると

評価しています。日本は2022年12月にYCCを緩和しました。2013年から続けてきている金融緩

和に限界が来ている可能性があると考えています。今後はさらにYCCの緩和あるいは撤廃する

可能性を考慮して投資を抑制する方針です。 
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●通貨 

米国における金融引き締め期待の剥落から、2022年に堅調だった米ドルも、その堅調さは継

続しないと考えています。そのため、これまで買い持ちとした米ドルの比率を抑制的とする方

針です。またその際には、中国の行動制限解除から観光業などの持ち直しが期待できるアジア

圏の通貨を買い持ちとする方針です。 

 

［野村ワールドスター オープン］ 

主要投資対象であります［野村ワールドスター オープン マザーファンド］受益証券の組み

入れを高位に維持することによって、基準価額の向上に努めます。 

 

（文責：運用担当ポートフォリオマネージャー） 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年７月26日～2023年１月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 103  0.783  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 38)  (0.292)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 58)  (0.441)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.050)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.061   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.008)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  7)  (0.052)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.002   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.017   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.011)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.004)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 113   0.863    

期中の平均基準価額は、13,100円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.59％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年７月26日～2023年１月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールドスター オープン マザーファンド 17,209 55,000 68,209 210,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年７月26日～2023年１月24日) 

 

項 目 
当 期 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 872,076千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,554,843千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.34   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年７月26日～2023年１月24日) 

 

＜野村ワールドスター オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールドスター オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 264 1 0.4 607 － － 

株式先物取引 13,047 1,822 14.0 13,389 2,034 15.2 
債券先物取引 23,593 5,205 22.1 27,197 3,712 13.6 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 2,586千円 
うち利害関係人への支払額（B） 146千円 

（B）／（A） 5.7％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2023年１月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 1,410,183 1,359,183 4,201,100 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年１月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 4,201,100 97.8 

コール・ローン等、その他 93,646 2.2 

投資信託財産総額 4,294,746 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールドスター オープン マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（2,875,280千円）の投資信託財産総額（4,285,419

千円）に対する比率は67.1％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝130.42円、１カナダドル＝97.57

円、１英ポンド＝161.46円、１スイスフラン＝141.48円、１スウェーデンクローナ＝12.75円、１ノルウェークローネ＝13.30円、１デンマー

ククローネ＝19.06円、１ユーロ＝141.77円、１ズロチ＝30.1239円、１香港ドル＝16.65円、１シンガポールドル＝98.96円、１ウォン＝0.106

円、１豪ドル＝91.70円。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年１月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,294,746,657   

 コール・ローン等 93,646,331   

 野村ワールドスター オープン マザーファンド(評価額) 4,201,100,326   

(B) 負債 85,377,364   

 未払収益分配金 51,263,145   

 未払解約金 595,309   

 未払信託報酬 33,448,266   

 未払利息 37   

 その他未払費用 70,607   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,209,369,293   

 元本 3,203,946,607   

 次期繰越損益金 1,005,422,686   

(D) 受益権総口数 3,203,946,607口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,138円 
 

（注）期首元本額は 3,258,240,006 円、期中追加設定元本額は

91,351,340円、期中一部解約元本額は145,644,739円、１口当た

り純資産額は1.3138円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額4,254,086円。（野村ワールド

スター オープン マザーファンド） 
 

○損益の状況 (2022年７月26日～2023年１月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        5,116   

 受取利息 3   

 支払利息 △        5,119   

(B) 有価証券売買損益 △  223,611,148   

 売買益 14,167,519   

 売買損 △  237,778,667   

(C) 信託報酬等 △   33,518,873   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  257,135,137   

(E) 前期繰越損益金 1,167,682,358   

(F) 追加信託差損益金 146,138,610   

 (配当等相当額) (    673,485,528)  

 (売買損益相当額) (△  527,346,918)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,056,685,831   

(H) 収益分配金 △   51,263,145   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,005,422,686   

 追加信託差損益金 146,138,610   

 (配当等相当額) (    673,603,793)  

 (売買損益相当額) (△  527,465,183)  

 分配準備積立金 1,541,959,441   

 繰越損益金 △  682,675,365   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2022年７月26日～2023年１月24日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年７月26日～ 
2023年１月24日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 673,603,793円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,593,222,586円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,266,826,379円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,075円 

g. 分配金 51,263,145円 

h. 分配金(１万口当たり) 160円 
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野村ワールドスター オープン

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 160円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

信託期間を３年更新し、信託期間終了日を2028年１月24日とする所要の約款変更を行ないま

した。 ＜変更適用日：2022年10月20日＞ 
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